
重要文化財 旧手宮鉄道施設 機関車庫三号の保存修理工事について 
 
物件の所在地 小樽市手宮１丁目（旧手宮駅構内／小樽市総合博物館構内） 
構造等：煉瓦造、建築面積 263.6 ㎡、平屋建、鉄板葺越屋根付、木造小屋組 
建築年代：明治 18（1885）年（明治 17 年 10 月起工、18 年 12 月竣工） 
事業期間：平成 18 年６月～平成 22 年３月 
修理工事期間：平成 18 年６月～平成 21 年10 月 
工事費：321,000,000 円 
   （国庫補助 160,500,000 円 道補助80,100,000 円 市80,400,000 円） 
 
【保存修理工事の方針】 
大正期以降の数度にわたる修理時に内外装の形状や使用を大きく変えている

ため、大正期以降に整備された内外装材を撤去し、建設当初の姿を残しつつ機

関車庫として最も設備が整った明治 30 年代末の姿に復旧整備し、あわせて構造

補強を施すとともに機関車庫としての機能回復を行う。 
 
【保存修理工事の流れ】 
保存修理工事着手→仮設物設置→解体作業→補修作業→組立作業 

↓              ↓   ↑ 
史料調査→→→→→→→→→→→解体調査→補修指示→史料照合 
 
【主な修理内容と現状変更】 
○屋根、小屋組、外壁等の破損箇所の補修 
○屋根葺き替え 
○基礎を含め建物内部での構造補強工事 
◎内部土間コンクリートを撤去し、ピット（車輌点検用の溝）を戻す 
◎正面入口アーチ及び大戸を戻す 
◎内壁の幅木及びモルタル塗りなどを撤去し漆喰塗に戻すとともに、間仕切り

壁上方の小壁を撤去して小屋組見えるように本来の形に戻す 
◎窓廻りペンキ塗りを素木に戻すとともに、東面及び西面の扉を復旧整備する 
◎屋根鉄板葺を小波から昔の大波に戻すとともに、正面側煙突三本を復旧する 
◎越屋根側面板張りを本来のガラス窓に復旧する 
 
 


